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商工会

～商工会青年部全国大会誘致決定～～商工会青年部全国大会誘致決定～
　岩手への全国大会招致が現実味を帯びたのは、約 10 年前のことでした。東
日本大震災への支援に対する感謝と、復興が進む今の姿を見てほしいという
想いで構想され、実現こそしませんでしたが、今回の招致の下地になってい
ます。我々は地域とかけがえのない人たちのためにという想いで、震災・コ
ロナ禍を力を併せて乗り越えてきました。今回の招致にあたり、規模の大き
い大会であっても、協力し工夫次第では地方都市かつ商工会地区での開催方
法はあるはずと考えたことが、10 年前から変わらない感謝の想いに加わって、
実現に繋がりました。
　全国大会を通じ、部員の成長と、また来たくなる岩手県をしっかり PR い
たします。

岩手県商工会青年部連合会
会長　小林　周平

■ 主な内容
●県連会長再任のご挨拶　●令和６年度通常総会　●商工会新体制の紹介　●令和６年度連合会重点施策
●春の叙勲受章者の紹介　●嘱託職員紹介　●青年部全国大会誘致決定　●令和６年度県青連・県女連通常総会
●各種補助金の紹介　　●所得税・住民税定額減税制度　●労働局無料労働相談
●中小企業景況調査（令和６年１月～３月期） 他
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過
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い

て
、
各
商
工
会
長
の
ご
推
挙
に
よ
り

ま
し
て
、
再
度
会
長
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
重
責
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
任
を
全
う
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
活
動
正
常
化
に
加
え
、
輸

出
の
回
復
や
、賃
金
の
大
幅
な
上
昇
、

日
経
平
均
株
価
が
史
上
最
高
値
を
更

新
す
る
等
、
回
復
の
兆
し
が
見
え
始

め
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
際
情
勢
の

不
安
定
さ
や
、
円
安
に
よ
る
物
価
の

高
騰
が
続
い
て
お
り
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
県
内
経
済
に
お
い
て
も
、
物
価
高

や
人
材
確
保
難
等
、
我
々
商
工
業
者

に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
令
和
五
年
に
盛
岡
市

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の

二
〇
二
三
年
に
行
く
べ
き
都
市
二
位

に
選
ば
れ
、
本
年
は
英
国
タ
イ
ム
ズ

紙
の
、
日
本
で
訪
れ
る
べ
き
場
所

十
四
選
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

が
選
ば
れ
る
等
、
外
需
を
呼
び
込
め

る
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
地
域
へ
の
高
い
評
価
が
、

会
員
の
皆
様
の
企
業
へ
も
好
影
響
を

与
え
、
地
域
経
済
が
活
性
化
し
て
い

く
よ
う
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
本
会
で
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
三

か
年
に
亘
る
第
四
次
県
連
中
期
計
画

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

中
で
、「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」

の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
地
域
経
済

及
び
企
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
、

よ
り
質
の
高
い
課
題
解
決
力
を
持
っ

た
商
工
会
」
を
目
標
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
六
つ
の
基
本
戦
略
と
し

て
「
生
産
性
向
上
・
高
付
加
価
値
化

に
向
け
た
支
援
強
化
」「
地
域
経
済

に
寄
与
す
る
事
業
へ
の
シ
フ
ト
及
び

活
用
推
進
」「
商
工
会
の
組
織
体
制

及
び
財
政
基
盤
の
強
化
」「
将
来
の

地
域
・
組
織
を
担
う
人
材
確
保
、
育

成
の
強
化
」「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

組
織
体
制
の
整
備
と
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
」「
行
政
・
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
」
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
が
相
互
に
好
影
響
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
実
行
に

移
し
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
に
お
い
て
は
省
力

化
補
助
金
や
、
賃
上
げ
等
に
関
連
す

る
補
助
金
等
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
国
・
県
と
の
連
携
の
も
と
、
継
続

施
策
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
や
、
経
営
革
新
計
画
の
法
認

定
に
対
す
る
支
援
と
併
せ
て
、
各
種

補
助
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
経
営
支

援
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
昨
年

公
開
し
ま
し
た
商
工
会
ア
プ
リ
に
よ

り
配
信
さ
れ
る
最
新
情
報
を
入
手
の

う
え
、
事
業
の
発
展
に
向
け
大
い
に

商
工
会
及
び
商
工
会
連
合
会
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
九
名
の
新
た
な

商
工
会
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
就
任
さ
れ
た
会
長
及
び
県

連
役
員
と
と
も
に
、
地
域
商
工
業
者

の
発
展
と
地
方
創
生
に
向
け
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
一
層
の
ご

支
援・ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

岩手県商工会連合会
会長　髙 橋　富 一

「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」
の
原
則
に
基
づ
き

時
流
を
見
据
え
た
戦
略
で
支
援
体
制
を
強
化

令
和
六
年
度
　
通
常
総
会
を
開
催

　
去
る
五
月
二
十
七
日
、
盛
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
令
和
六
年
度

岩
手
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、

髙
橋
会
長
が
、
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
戸
邉
千
広
東
北
経

済
産
業
局
長
、
岩
渕
伸
也
岩
手
県
企

画
理
事
兼
商
工
労
働
観
光
部
長
、
臼

澤
勉
岩
手
県
議
会
商
工
建
設
委
員

長
、
嶋
根
吉
彦
日
本
政
策
金
融
公
庫

盛
岡
支
店
国
民
生
活
事
業
統
轄
が
、

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告

書
、一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
六

会
計
の
収
支
決
算
書
等
、
全
九
議
案

が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
で
は
会
長
に
髙
橋
富
一
氏
（
八

幡
平
市
商
工
会
長
）、
副
会
長
に
菊

地
淸
晴
氏
（
金
ケ
崎
町
商
工
会
長
）

阿
部
正
喜
氏
（
滝
沢
市
商
工
会
長
）

が
再
任
さ
れ
る
な
ど
、
新
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
次
頁
参
照
）挨拶を述べる

髙橋富一県連会長

組織強化優良商工会の表彰を受ける
橘紫波町商工会長（右）

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
次
の
商
工

会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
組
織
強
化
優
良
商
工
会
（
七
商
工
会
）

紫
波
町
商
工
会
、
陸
前
高
田
商
工

会
、
九
戸
村
商
工
会
、
田
野
畑
村

商
工
会
、
洋
野
町
商
工
会
、
滝
沢

市
商
工
会
、
一
戸
町
商
工
会

■
経
営
革
新
優
良
商
工
会
（
一
商
工
会
）

前
沢
商
工
会

■
記
帳
推
進
優
良
商
工
会
（
二
商
工
会
）

二
戸
市
商
工
会
、
一
戸
町
商
工
会

■
福
祉
向
上
優
良
商
工
会

①
商
工
貯
蓄
共
済
の
部
（
七
商
工
会
）

前
沢
商
工
会
、
岩
手
町
商
工
会
、

二
戸
市
商
工
会
、
金
ケ
崎
町
商
工

会
、
洋
野
町
商
工
会
、
野
田
村
商

工
会
、
軽
米
町
商
工
会

②
会
員
福
祉
共
済
の
部
（
三
商
工
会
）

滝
沢
市
商
工
会
、岩
手
町
商
工
会
、

矢
巾
町
商
工
会

髙
橋
県
連
会
長
再
任
挨
拶

髙
橋
県
連
会
長
再
任
挨
拶
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今
後
三
年
間
、
各
商
工
会
を

牽
引
し
て
い
た
だ
く
、
新
任
の

会
長
の
皆
様
で
す
。
今
年
度
は

九
名
の
方
が
新
た
に
会
長
に
選

任
さ
れ
、
今
後
一
層
の
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
長
き
に
わ
た
り
商
工

会
を
牽
引
さ
れ
、
こ
の
度
退
任

さ
れ
た
会
長
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

商 工 会 新 体 制 紹 介商 工 会 新 体 制 紹 介
◆
会
　
長　

髙
　
橋
　
富
　
一

（
再
任
・
八
幡
平
市
）

◆
副
会
長　

菊
　
地
　
淸
　
晴

（
再
任
・
金
ケ
崎
町
）

阿
　
部
　
正
　
喜

（
再
任
・
滝

沢

市
）

◆
専
務
理
事

宗
　
形
　
金
　
吉

（
再
任
・
員
外
理
事
）

◆
理
　
事　

八
　
戸
　
保
　
彦

（
再
任
・
岩

手

町
）

伊
　
東
　
　
　
孝

（
再
任
・
陸
前
高
田
）

髙
屋
敷
　
　
　
勉

（
再
任
・
洋

野

町
）

水
　
本
　
　
　
孝

（
再
任
・
矢

巾

町
）

八
重
樫
　
義
一
郎

（
新
任
・
岩
　
　
泉
）

中
　
村
　
善
　
雄

（
新
任
・
一

戸

町
）

山
　
﨑
　
淳
　
一

（
新
任
・
山

田

町
）

小
　
林
　
周
　
平

（
再
任
・
商
工
会
青
年
部
連
合
会
）

木
　
村
　
千
　
種

（
再
任
・
商
工
会
女
性
部
連
合
会
）

▪
県
連
新
役
員
名
簿

▪
商
工
会
新
任
会
長
の
ご
紹
介

　
四
月
二
十
九
日
に
発
令
さ
れ
た

令
和
六
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に
お

い
て
、
次
の
三
名
の
方
々
が
叙
勲
・

褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和６年春の叙勲・褒章受章者のご紹介令和６年春の叙勲・褒章受章者のご紹介

早川　久衛 氏
（西和賀商工会員）

工藤　勝博 氏
（八幡平市商工会員）

◆
監
　
事　

千
　
田
　
明
　
夫

（
再
任
・
住

田

町
）

生
　
内
　
雄
　
二

（
新
任
・
二

戸

市
）

　
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ

た
令
和
六
年
度
県
連
通
常
総
会

で
、
役
員
に
選
任
さ
れ
、
今
後

三
年
間
県
連
の
運
営
に
当
た
る

役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
中
村
善
雄
監
事
は
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
。

▪
県
連
新
任
役
員
の
ご
紹
介生内　雄二 監事 山﨑　淳一 理事 八重樫 義一郎 理事

西 和 賀
髙鷹　政明 会長

紫 波 町
冨岡　靖博 会長

雫　石
髙橋　憲功 会長

遠　野
佐々木 精太郎 会長

九 戸 村
藤館　卓弘 会長

野 田 村
佐藤　仁昭 会長

普　代
中田　智也 会長

田野畑村
菊地　大 会長

前　沢
三浦　真 会長

��    

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章    

��

��    

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章    

��
工藤　弘光 氏

（八幡平市商工会員）
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令
和
六
年
度
の
本
会
事
業
等
を
審

議
す
る
臨
時
総
会
が
、
去
る
三
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
度
は
、
物
価
高
等
で
苦

し
む
地
域
企
業
の
経
営
危
機
回
避
を

最
重
点
課
題
に
取
組
む
と
と
も
に
、

会
員
企
業
の
未
来
に
貢
献
す
べ
く

「
地
域
経
済
及
び
企
業
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
、
よ
り
質
の
高
い
課
題
解

決
力
を
持
っ
た
商
工
会
」
を
目
標
と

し
、
髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
次
の
六
つ
の
重
点
事

業
を
核
に
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
手
法

に
よ
る
次
世
代
の
地
域
経
済
け
ん

引
企
業
の
創
出

・
中
小
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向

上
を
図
り
持
続
的
成
長
に
つ
な
げ

る
た
め
、
経
営
力
再
構
築
伴
走
支

援
の
手
法
に
よ
る
支
援
力
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

・
事
業
承
継
診
断
や
計
画
策
定
及
び

施
策
活
用
に
よ
る
事
業
承
継
を
推

進
し
ま
す
。

　
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

等
事
業
環
境
変
化
に
対
応
し
た
企

業
の
事
業
継
続
支
援
及
び
デ
ジ
タ

ル
化
支
援

・ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
需
要

の
変
化
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
見
直
し
を
支
援
し
ま
す
。

・
事
業
承
継
・
経
営
革
新
・
事
再
生
・

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
た
相
談
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

・
事
業
者
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た

Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

・
ク
ラ
ウ
ド
型
記
帳
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
経
理
業
務
の
効
率
化
や
商
工
会

ア
プ
リ
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
施

策
情
報
の
提
供
に
よ
り
会
員
企
業

の
経
営
力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
経
営
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
商
工
会
の
相
談

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
経
営
発
達
支
援
計
画
の
推
進
等

に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
支
援

・
経
営
発
達
支
援
計
画
の
策
定
及
び

実
行
支
援
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
面
的
な
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発

や
新
た
な
顧
客
開
拓
に
つ
な
げ
る

た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
販
路
開
拓
支
援
を
行
い
、

新
た
な
販
売
方
法
や
集
客
方
法
の

革
新
を
促
し
ま
す
。

・
災
害
時
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
維
持
に
つ
な

が
る
「
事
業
継
続
力
計
画
」
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
者
の

Ｇ
Ｘ
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
商
工
会
改
革
の
推
進
に
よ
る
実

効
性
の
高
い
組
織
体
制
の
整
備

・
県
下
統
一
行
動
目
標
の
浸
透
を
図

る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け

た
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

・
商
工
会
機
能
の
維
持
と
支
援
水
準

の
向
上
に
向
け
て
、
小
規
模
商
工

会
を
中
心
と
し
た
連
携
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

　
将
来
の
地
域
・
組
織
を
担
う
人

材
確
保
・
育
成
の
強
化

・
商
工
会
、
青
年
部
及
び
女
性
部
活

動
を
通
じ
て
経
営
者
・
組
織
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
資
質
向
上
を
図
る
研

修
・
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
Ｄ
Ｘ
や
働
き
方
改
革
な
ど
の
特
定

課
題
の
解
決
に
向
け
た
情
報
提
供

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
業
務
担
当
者
と
し
て
必
要
な

知
識
習
得
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
組
織
体
制

の
整
備
・
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

と
行
政
機
関
等
と
の
連
携

・
商
工
会
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定

し
、
事
業
の
改
善
や
効
率
化
等
を

目
的
と
し
た
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

・
知
事
・
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
及
び

懇
談
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
各
市
町
村
に
お
け
る
小
規
模
企
業

振
興
条
例
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

    
商
工
会
連
合
会

商
工
会
連
合
会

           
           

重
点
事
業

重
点
事
業

嘱託職員のご紹介と専門家派遣制度について嘱託職員のご紹介と専門家派遣制度について

一二

三

四五六

◆商工会では、皆様の経営における幅広いお悩みを解決するため、下記嘱託専門
指導員を配置するとともに、「専門家派遣制度」による支援を行っています。

◎経営安定特別相談事業
　取引先の倒産、融資相談、事業
承継や相続問題等について専門家
が相談対応に当たります。
◎中小企業事業再生・
　再チャレンジ支援事業
　新型コロナの影響を受けた中小
企業の金融面や事業再生等を伴走
型で支援いたします。
◎事業環境変化対応型支援事業
　最低賃金引上げ、DX、インボ
イス制度導入、エネルギーその他
の物価高騰等の対応といった事業
環境変化による影響を受ける中小
企業・小規模事業者を支援します。
◎制度改正等の課題解決
　環境整備事業
　労働法制、税制度、民法等の制
度改正等により生じる諸課題への
対応や生産性向上に向けたアドバ
イス等の指導を行います。

酒井　知

【情報担当】

鈴木 登志朗

【 】事 業 再 生・
再チャレンジ
支援事業担当 【 】制度改正等の

課題解決環境
整備事業担当

【事業環境変化対応型支援事業担当】

古澤　啓二 熊谷　敏裕 伊藤　貴明 高橋　毅彦

佐々木 康晴

【労務担当】

佐藤　史朗

【経営革新担当】

熊谷　誠 廣田　勝彦

【持続化補助金担当】

伊藤　友彦
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　令和６年３月 12 日に開催された令和５年度全国商工会青年部連合会臨時総会にて、令和７年度商工会青年部全
国大会の開催地が岩手県に決定しました。岩手県での開催は初となり、令和７年 11 月に約 3,000 名の青年部員が
岩手県に集結します。

　全国大会はその規模から都市部での開催機会が多かったのですが、
「工夫次第で開催場所は商工会地区できっとできる」との想いから、商
工会地区である滝沢市での開催を基礎として開催地に立候補していま
す。小さな地域、立地の不便さを工夫次第で跳ね返していきたいという、
商工会青年部らしい想いで開催場所を選定しました。東日本大震災等
への支援の感謝や、今の岩手県を見てほしい、また来たくなる大会に
したいという参加者に対しての想いと、県内青年部員が全国の仲間と
触れ合い、大会を通じて大きく成長できることを期待し、開催地に名
乗りを上げました。

　岩手県で開催する大会としては規模の大きいものとなり、役割分担
や会場の割り振り、資金繰り等まだまだこれからやっていかなければ
ならないことは多いものの、大会を通じて青年部員の成長や、岩手の
PR、大きな経済効果等得られるものは多く成功に向けて歩みを進めて
まいります。

　45 歳以下の経営者・後継者である全国の商工会青年部員が一堂に会し、各種表彰等式典、主張発表全国大会、研修、
全国部長会議等のプログラムを２日間で行う青年部で最も大きな研修・交流会です。全国大会を通じ、全国の仲間と交流・
情報交換を行ったり、様々な青年部活動事例や経営事例を知ることができます。

ホストブロックとなる東北六県北海道の各会長
からも激励と「想いをともに」という言葉を頂
いた

令和６年の県青連通常総会は、例年より多くの部
員が駆け付け、岩手大会開催に向け決起を図った

商工会青年部全国大会 岩手県開催決定商工会青年部全国大会 岩手県開催決定!!
令和令和７７年度年度

令
和
六
年
度

岩
手
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
通
常
総
会
開
催

令
和
六
年
度

岩
手
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
通
常
総
会
開
催

　
令
和
六
年
度
岩
手
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
の
通
常
総
会
が
五
月
十
日

に
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
総
会
前
段
に
お
い
て
、
令
和
五
年

度
に
実
施
し
た
部
員
増
強
運
動
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
団
体
の
部
は
滝
沢

市
商
工
会
青
年
部
、
紫
波
町
商
工
会

青
年
部
、
個
人
の
部
は
八
重
嶋
大
樹

さ
ん
（
紫
波
町
商
工
会
青
年
部
）
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
令
和
五

年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
六
年
度
の

事
業
計
画
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
も
令
和
六
年
度
は
、
令
和
七

年
度
に
開
催
さ
れ
る
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
の
準
備
の
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
委
員
会
体
制
の
見
直
し
や
、

各
種
研
修
事
業
も
全
国
大
会
を
見
据

え
た
も
の
に
な
る
旨
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
本
総
会
は
初
め
て
の
試
み

と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
の
開
催
と

な
り
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
続
け

る
青
年
部
を
印
象
付
け
る
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
度
岩
手
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
の
総
会
を
五
月
八
日
に
盛

岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。　

　
総
会
開
催
に
あ
た
り
木
村
会
長
よ

り
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
募
金
活
動
を
行
い
、
全
女

性
連
、
新
潟
県
女
性
連
に
対
し
お
届

け
し
た
こ
と
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
及

び
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
開
催
並
び

に
書
き
損
じ
は
が
き
や
未
使
用
は
が

き
を
収
集
し
ジ
ョ
イ
セ
フ
へ
寄
贈
し

た
ほ
か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ヘ

ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
提

供
や
協
力
支
援
を
実
施
し
た
旨
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
案
に
入
る
前
に
、
部
員
増
強
運

動
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
金
ケ

崎
町
・
滝
沢
市
・
前
沢
商
工
会
女
性

部
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
平
泉
商
工
会
女

性
部
の
小
室
光
子
部
長
が
議
長
を
務

め
、
第
一
～
第
三
号
議
案
ま
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞

を
頂
戴
し
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。

部員増強運動の表彰で小林会
長（左）から表彰状を受け取
る佐藤部長（滝沢市）（右）

挨拶を述べる木村千種
県女性連会長

岩手県が開催地に立候補した理由

大会実現に向けて

商工会青年部全国大会とは
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国・県の補助金を活用し、自経営力向上につなげましょう！国・県の補助金を活用し、自経営力向上につなげましょう！

　国・県では、物価高や構造的な人手不足等、厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模事業者に対し、「省力
化対策」、「賃上げ対策」、「デジタル化対策（インボイス制度への対応含む）」、「事業承継対策」等に活用できる補
助金を準備しています。
　現時点で活用可能な補助金情報を下記にまとめましたので、是非活用をご検討ください。
　なお、県内各商工会では、経営革新等認定支援機関として事業者の皆様に伴走した支援を行っておりますので、
各種補助金の詳細等お気軽にお問い合わせ下さい。

■概要
　事業継続力強化計画等を作成し、防災・減災のために行う設

備の整備等の取組みに要する経費の一部を補助することによ

り、小規模事業者等の持続的発展を支援する補助金

■補助対象経費
　設備（自家発電装置、排水ポンプ、制震・免震装置等）の導入・

設置、クラウドサービス利用料

■補助率
　2/3　
※共同申請者数により補助金額の上限が変動

小規模事業者事業継続力強化支援事業費補助金
～自社を存続させたい！～

５
（県）

■補助上限額
　50万円～ 250万円

■概要
　事業承継を契機に新たな事業等への取組みや第三者

承継等に向けた取組みに要する経費の一部を補助する

ことにより、中小企業等の経営資源の散逸防止及び雇
用の維持を支援する補助金

■主な補助対象経費
　原材料費、機械設備等購入費、施設取得・改修費、

　撤去費、外注費、広報費、謝金、旅費等

■補助率
　1/2　
※申請枠により補助金額の上限が変動

岩手県事業承継補助金
～自社を存続させたい！更に成長させたい！～

４
（県）

■補助上限額
　50万円～ 100万円

■概要
　業務効率化やＤＸ等に向けたＩＴツール（ソフトウェア、

アプリ、サービス等）の導入に要する経費の一部を補助

することにより、中小企業等の労働生産性向上を支援す

る補助金

■補助対象経費
　補助金ＨＰに公開（登録）されているＩＴツール（ソ

フトウェア、サービス等）及びサポート費用、クラウ

ドサービス利用料等

■補助率
　1/2 ～ 4/5
※申請枠により補助金額の上限や補助率が変動

ＩＴ導入補助金
～自社を更に成長・発展させたい！～

３
（国）

■補助上限額
　5万円～ 450万円

■概要
　経済社会の変化へ対応するために新市場進出（新分

野展開、業態転換）、事業・業種転換、事業再編等、思

い切った取組みに要する経費の一部を補助することに

より、中小企業等の生産性向上等に向けた設備投資を
支援する補助金

■主な補助対象経費
　建物費、機械装置・システム構築費、技術導入費、

　外注費、広告宣伝費、販売促進費、研修費等

■補助率
　1/2 ～ 3/4　
※申請枠により補助金額の上限や補助率が変動

事業再構築補助金
～自社を更に成長・発展させたい！～

２
（国）

■補助上限額
　1,500 万円～ 5億円

■概要
　ＩｏＴ ・ロボット等の人手不足解消に効果がある汎用

製品を導入するための事業費等の経費の一部を補助す

ることにより、中小企業等の付加価値や生産性の向上、
賃上げを支援する補助金

■補助対象経費
　カタログに登録された省力化製品の

　本体価格及び導入経費

■補助率
　1/2　
※従業員数等により補助金額の上限が変動

中小企業省力化投資補助金
～自社を更に成長・発展させたい！～

１
（国）

■補助上限額
　200万円～ 1,500 万円

製品カタログは
こちらから

補助金活用のポイントは、
早めの計画策定です！

申請を検討される場合、
まずは最寄りの商工会へ

ご相談ください。

令和６年度　中小企業・小規模事業者支援対策のポイント令和６年度　中小企業・小規模事業者支援対策のポイント
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職場のトラブルで悩んでいませんか？職場のトラブルで悩んでいませんか？ 無料労働相談会のご案内〔６月、７月〕無料労働相談会のご案内〔６月、７月〕
　岩手県労働委員会では、賃金・手当、パワハラ・嫌が
らせ、退職等様々な労働相談をお受けしており、令和５
年度の相談件数は、過去最多の 687 件となっています。
　トラブルの未然防止に向け、フリーダイヤル「労働相
談なんでもダイヤル　0120-610-797（ろうどうでな
くな）」をご活用ください。
　また、働きやすい労働環境を整備し、人材の採用・定
着につなげていただくよう、基本的なワークルールを確
認しませんか？ 研修会や各種会議にあたって、当委員
会の出前講座をご利用ください。

　県内６箇所で、無料労働相談会を行います。日程は次
のとおりで、事前に予約が必要です。
 ▶（13 時～ 16 時開催）6/23（日）奥州市、遠野市
 ▶（13 時～ 15 時開催）6/25（火）、7/26（金）盛岡市
 ▶（　夜 間 開 催　）7/ 5（金）北上市、7/17（水）盛岡市
※詳細についてはＨＰでご確認ください。

　　岩手県労働委員会事務局 ( ＨＰはこちら→ )

無料労働相談の予約、お問い合わせは

0120-610-797 まで【平日８：30 ～ 17：00】

◆ 従業員の事務処理について ◆
　給与所得者は給与やボーナスの支給時に差し引く形になります。
納税額が多い人は一括で、少ない人は数ヶ月かけて税額を差し引い
ていきます。
　つまり、2024 年 6 月以降、一括で 4 万円（所得税 3 万円・住民税
1 万円）戻ってくる場合と、数ヶ月かけて 4 万円戻ってくる場合の２
パターンです。
　ここでは、本人・配偶者・子ども 2 人の事例を紹介します。

◆ ご自身の事務処理について ◆
　個人事業主の場合、本人分の定額減税の
みであれば、特に何かする必要はありませ
ん。個人事業主は原則、令和 6 年分の確定
申告で控除されます。
　ただし、予定納税がある方は、令和 6 年
分の所得税に係る第 1 期予定納税額から本
人分（３万円）が差し引かれます。
　しかし、予定納税から控除されるのは「本
人分のみ」のため、配偶者・扶養親族がい
る場合は別途手続きの必要があります。家
族の定額減税分を予定納税額から控除する
場合は「予定納税額の減額申請書」の提出
が必要になります。

　令和 6 年 6 月から、所得税と住民税の負担を軽減する「定額減税」が臨時的に実施されます。
　給与を支払う個人事業主にとって、どのような影響があるのか、事業主と従業員の事務処理につい
て説明します。
　定額減税は、一人当たり 30,000 円（住民税 10,000 円も加えると合計 40,000 円）です。
　詳しくは、最寄りの商工会もしくは、「定額減税特設サイト」でご確認ください。 特設サイト

・年収約 500万円
・毎月所得税 1万円と住民税 2万円発生している
・定額減税は 4名× 4万円の合計 16万円

2024年 2025年
５月 ６月 ７～ 11月 12月 １～５月

所 得 税 10,000円 0円 0円 0円（※２） 10,000円

住 民 税 20,000円 0円 18,182円
（※１） 18,182円 18,182円

給与から
引かれる
合計税額

30,000円 0円 18,182円 18,182円 28,182円

※１. ６月の徴収は 0 円とし、住民税の定額減税額を引いた金額を 11
か月で割って、2024.7 月から 2025.5 月まで均等に徴収

※２. 定額減税しきれないと見込まれる場
合、市区町村からの給付が発生

本人・配偶者・子供 2人のケース

個人事業者の定額減税
納税者本人

同一生計配偶者

扶養親族

確定申告または
予定納税で減税
（※２）

市区町村が
減税または給付

30,000 円
１人につき
30,000 円

納税者本人

同一生計配偶者

扶養親族

10,000 円
１人につき
10,000 円

合
計
額

合
計
額

所
得
税

住
民
税

⇧問合せ先
商工会一覧は
こちらから！

商工会いわて

R6.6月から始まる「所得税・住民税」定額減税制度とは？R6.6月から始まる「所得税・住民税」定額減税制度とは？
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相談・支援無料再就職を支援します
ハローワークとともに

厚生労働省と経済・産業団体の協力で1987年に
設立された公益財団法人です。 全国ネットで再就
職・人材確保の支援を行っております。

信頼と安心
設立以来 人材マッチング

26万人以上就職実現

公的機関として支援実績多数。
　　お気軽にご相談ください。

○雇用を守る出向・移籍マッチングをサポート
○会社都合で離職、転職される方の
　　　　　　　　　　　　　　　再就職をサポート
○60 歳以上の方のキャリアを活かした
　　　　　　　　　　　　　　　再就職をサポート
○企業間の人材マッチングをサポート
○優秀な人材の育成、職場の活性化などをサポート

　　  
岩手事務所
電話番号 019-625-0434
住所〒020-0022
盛岡市大通 3‐3‐10
七十七日生盛岡ビル 5 階

〈きっとみつかる　いいひと、いい仕事〉
公益財団法人 産業雇用安定センター

◆サービス業の売上高 D・I が３期連続の悪化、
　建設業が２期連続の改善、小売業は小幅改善
　今期の売上高Ｄ ･ Ｉは、サービス業が３期連続の悪化となり
ました。また、製造業も悪化に転じています。他方、建設業は
２期連続の改善、小売業も小幅ながら改善に転じています。サー
ビス業は 11.7 ポイントの低下となり△ 16.7 まで悪化、製造業
も 3.4 ポイント低下して△ 26.7 となりました。他方、建設業
は前期に引続き改善し、10.0 ポイント上昇して△ 15.0、小売
業が 2.5 ポイントと小幅ながら上昇に転じて△ 45.0 まで改善
したものの、依然として低水準にあります。
　来期は、製造業において大幅な改善が見込まれるものの、改
善傾向にあった建設業は大幅に悪化し、小売業も小幅に悪化、
サービス業においては小幅な改善にとどまる見通しとなってい
ます。
◆製造業、建設業において採算 D・I が改善
　サービス業、小売業は小幅に悪化
　今期の採算Ｄ ･ Ｉは、製造業、建設業２期連続の改善となり
ました。改善傾向にあったサービス業が悪化に転じ、小売業も小幅ながら悪化に転じています。製造業は 4.3 ポイ
ント上昇して△ 23.3 まで改善、建設業は 15.0 ポイントと大幅に上昇して△ 40.0 まで改善しました。他方、サー
ビス業は 5.1 ポイントの低下により△ 33.4 まで悪化、小売業も 1.4 ポイントと僅かながら低下して△ 47.5 まで悪
化し、低水準での推移が続いています。  
　来期は、製造業、建設業が３期連続の改善、サービス業も改善に転じることが予想されるものの、小売業は横ば
いにとどまり、引き続き低水準で推移することが見込まれています。
◆全業種において資金繰りが悪化､ サービス業、建設業が大幅に悪化
　今期は全業種において資金繰りＤ ･ Ｉが悪化しました。前期、改善傾向にあったサービス業、建設業が低下に転
じ、大幅な悪化となっています。前期改善傾向にあったサービス業は 12.8 ポイントの大幅な低下により△ 31. １
まで悪化、同じく改善傾向にあった建設業も 10.0 ポイント低下して△ 45.0 まで悪化、製造業も 6.6 ポイント低下
して△ 23.3、小売業も 5.3 ポイント低下して△ 36.1 までそれぞれ悪化しています。　
　来期は、製造業において大幅な資金繰りＤ ･ Ｉの改善が見込まれ、またサービス業、小売業も改善に転じること
が予想されるものの、建設業は２期連続しての悪化となることが見込まれています。

中小企業景況調査結果の概要

曇 雨薄　曇快　晴 晴
表　示

売上高ＤＩ値 100.0
      ～30.1

30.0
      ～10.1

10.0
   ～△10.0

△10.1
   ～△30.0

△30.1
 ～△100.0

凡　例

業況天気図（売上高ＤＩ）

期間

業種

製　造　業

建　設　業

小　売　業

サービス業

令和5年
1～3月

（今期）
令和6年
1～3月4～6月

（見通し）
4～6月7～9月 10～12月

雨

雨

雨 雨 雨

雨雨

曇

曇

曇

曇

曇

曇

曇 曇

曇 曇

曇 曇

薄　曇

薄　曇

薄　曇

(注)Ｄ・Ｉとは、景気動向指数の略で、増加（上昇、好転、長期化）
　企業と減少（低下、悪化、短期化）企業の差を示すものです。

晴 晴

■お詫び■　商工会いわて No.259 号（3／10 発行）イノベーションアワード受賞企業のご紹介欄において、奨励賞受賞者である株式会社
ふるさと木材様（田野畑村商工会）の記載漏れがありましたことをお詫びいたします。

令和５年度第４四半期
（令和６年１月～３月）


